
 

 

 平成２７年１１月１９日（木）午後１時
半から午後５時まで、国立オリンピック記
念青少年総合センターカルチャー棟で、総
務省と統計情報研究開発センター主催《第
６５回全国統計大会》が開催されました。 
各省大臣表彰はじめ《第６３回統計グラ

フ全国コンクール》の入賞作品表彰、《日
本統計学会会長賞》や《日本品質管理学会
賞》の表彰、《大内賞》表彰と副賞授与等
が行われました。 

 

主催者挨拶、祝辞の後、総務大臣、厚生
労働大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、
国土交通大臣など各省大臣表彰があり、続
いて《第６３回統計グラフ全国コンクー
ル》応募２６,０００件余りから入賞作表
彰、最後に《大内賞》表彰が行われました。 

休憩後《第３６回統計シンポジウム》「平
成２７年国勢調査の結果データの利活用」
が行われ、午後５時過ぎに終了しました。

会場を埋め尽くす全国からの参加者、アチコチから方言が聞こえる賑やかな大会でした 
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統計情報研究開発センター 
小玉 正任 会長 挨拶 

受賞者を代表して謝辞を述べる 
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《第６５回全国統計大会》の会場はご覧のとおり空席を探すのも難しいほど･･･。 

 

 

 《全国統計大会》は国や地方公共団体、

関係団体などの統計関係者が一堂に会し、
統計及び統計制度の進歩発展、統計の普及

啓発、相互交流と研鑽を行うことを目的に
開催するもので今年６５回目の行事です。 

 “統計”は私たちが生活する中で欠くこ
とのできないものですが「国勢調査」など
の時期以外、必ずしも関心が高いとは言え
ませんが、ビッグデータの時代に入り、統
計データの重要性が理解され、幅広い分野
で統計への関心が高まっています。 
 《第６５回全国統計大会》の前半は全国
各地で総務省、厚生労働省、農林水産省、
経済産業省、国土交通省などの統計データ
の収集・調査に係わる皆さんに対する各省
《大臣表彰》が行われました。 
 続いて《第６３回統計グラフ全国コンク
ール》の応募作品の中から入賞者への表彰、
我が国の統計の父・大内兵衞博士を記念す
る《大内賞》の授与、休憩後《第３６回シ
ンポジウム》が行われ閉幕しました。

② 

各種統計に係わる活動を展開、表彰対象の皆さんと統計グラフコンクールの表彰対象の皆さん 

各種表彰を受ける皆さん 

 ② 



 

 総務省の古賀篤大臣政務官が表彰状を授与。 

 

 厚生労働省の小川大臣官房統計情報部長が授与。 

 

 農林水産大臣賞は佐々木大臣官房統計情報部長が授与。 

 

《総務大臣表彰》は、今

年実施された「国勢調査」

はじめ、「労働力調査」、

「小売物価統計調査」、

「家計調査」、「個人企業

経済調査」等各種統計調査

に貢献した５７０名余り

の調査員に対して贈られ

たもので、群馬県の齊藤キ

ヨ子さんと福岡県の野見

山輝子さんが全国の受賞

者を代表して表彰状を受

けとりました。 

続いて行われた《厚生労

働大臣表彰》は、厚生統計

関係で個人表彰と団体表

彰があり、個人表彰では都

道府県職員・市町村職員表

彰、統計調査員、団体など

が、また労働統計では個人

表彰の部で都道府県職員

表彰、統計調査員表彰、団

体や事業所などを表彰す

るもので、代表として福島

県の岡部英雄さんが表彰

状を受けとりました。 

《農林水産大臣表彰》で

は「農林水産統計調査」に

永年貢献した調査員と特

別協力者の皆さんが表彰

されました。 

受賞者を代表して愛知

県の農林水産統計の永年

協力者・林学さんが農業統

計記帳農家としての表彰

状を受けとりました。 
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 経済産業省の吉村大臣官房審議官グループ長が授与。 

 

 国土交通省の持永総合政策局情報政策本部長が授与。 

 

 《経済産業大臣表彰》は、

「構造統計」と「動態統計」

に関する調査に貢献した

統計調査員などが表彰対

象で、代表として滋賀県の

松岡洋子さんが表彰状を

受けとりました。 

 各省関係の表彰の最後

《国土交通大臣表彰》は、

「建設統計調査」について

の表彰が行われ、地方公共

団体職員、調査員や事業所

が表彰されました。 

 代表してヤマコウ建設

の平井潔さんが表彰状を

受けとりました。 

 以上が《各省大臣表彰》

の模様です。

 

 
大臣表彰を受けた皆さん（前列） 
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 《第６３回統計グラフ全
国コンクール》には全国か
ら２６,０００件以上の応
募がありましたが、その中
から優秀作品が選ばれ、表
彰が行われました。 
《総務大臣特別賞》は茨

城県八千代町立東中学校
３年の篠原菜々花さんと
西村翔大郎さんの二人が
「白菜の町『八千代』の助
っ人は外国人」が選ばれ古
賀大臣政務官から表彰状
を授与されました。 

《文部科学大臣奨励賞》
には、慶應義塾横浜初等部
の２年生、浜田夏光さんの
「せかいのこっきあつま
れ！！」が選ばれました。 

 
文部科学省の徳田生涯

学習政策局生涯学習総括
官による表彰状授与では
緊張の余りちょっと遠め
に立った浜田さん、表彰状
まで懸命に手を伸ばして
表彰状を受けとりました。 

 

 

 総務省の古賀大臣政務官が表彰状を授与。 

 

 文部科学省の徳田正一大臣官房審議官が表彰状を授与。 

 
⑤ 



 

 

 
⑥ 



 
⑦ 



 

 日本統計学会の岩崎会長から表彰状を授与。 

 

 

《日本統計学会会長賞》
には東京都晃華学園小学
校５年の井川梨紗子さん
の「鉛筆を使っています
か？」が選ばれ、日本統計
学会の岩崎会長から表彰
状が授与されました。 
《日本品質管理学会賞》

には栃木県宇都宮市立一
条中学校１年の坂本翔汰
さん「中１からでも早過ぎ
ない高校選び」が選ばれま
した。 

 
どうすれば高１に多い

不登校、中退を減らすこと
ができるか、問題解決に取
組む内容が評価され、椿会
長から表彰状を授与され
ました。 

 

 日本品質管理学会の椿会長が表彰状を授与。 

⑧ 



 ⑨ 



⑨ 
 ⑩ 



 

 

 

 第２部の特選は「か～
ちゃんのおいも、なんで
お い し く な い ん や
ろ？！」の京都市立音羽
小学校３年の稲波理紗
さんが選ばれました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また第５部一般の部

から「私もあなたもＰＴ
Ａメンバー、探れ！河小
のＰＴＡ活動スタイル」
茨城県の鈴木佳世さん、
根岸理加さんが選ばれ、
それぞれ統計情報研究
開発センターの小玉会
長から表彰状と記念品
を授与されました。 

 

統計情報研究開発センターの小玉会長が表彰状を授与。 

⑪ 



 ⑫ 
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統計の重要性に対する理解と関心を

高め、統計調査に対して協力を得られる

よう定められた１０月１８日「統計の

日」の周知を図るため、毎年“標語”を

募集していますが、平成２７年度は「統

計を今に活かして未来につなぐ」が選ば

れ、鹿児島県屋久島事務所の淵之上修一

さんが田家総務省政策統括官から表彰

状と記念品が授与されました

 

 
日本統計学会会長賞の井川さんを囲み記念撮影  日本品質管理学会賞の坂本君を囲み記念撮影 総務省の田家政策統括官が表彰状を授与 

⑨ 
 14 



 

表彰式の最後に日本の
統計の父・大内兵衞博士を
記念した《大内賞》の授与
が行われました。 

長年にわたり優れた研
究に基づく著書・論文によ
り、統計実務の進歩に直接
貢献した皆さんが対象で、
今年度は元・一橋大学経済
研究所所長の松田芳郎さ
ん、宮崎県統計調査員の神
應寺佳津子さん、熊本県統
計調査員の米岡富美惠さ
んの計３名に、大内賞委員
会の西村委員長から表彰
状を授与されました。

 

 

 

受賞者の皆さんが起立する中、受賞者を代表して松田芳郎氏が謝辞を述べました 

《大内賞》を受賞された皆さん 謝辞を述べる松田芳郎氏 

大内賞委員会の西村委員長が表彰状を授与 
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受賞者の皆さん表彰式を終えて余裕の表情、記念撮影では終始にこやか？でした 

文部科学大臣奨励賞受賞の浜田さんを囲んで記念撮影 

日本統計学会会長賞の井川さんを囲み記念撮影  日本品質管理学会賞の坂本君を囲み記念撮影 
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 休憩後には「平成２７年国勢調査の結
果データの利活用」をテーマに《第３６
回統計シンポジウム》が開催されました。 
日本大学経済学部の川崎茂教授がパ

ネルリーダーを務め、明治大学政治経済
学部の加藤久和教授、兵庫県企画県民部
の芦屋恒憲氏、みずほ総合研究所の岡田
豊氏、慶應義塾大学経済学部の津谷典子
教授がパネリストとなり、パネルディス
カッションが行われました。 

最初に加藤教授が「国勢調査はどう活
用されているか」をテーマに基調講演を
行いました。 

今年実施された全国民を対象に行われ
た国勢調査は膨大なエネルギーが費や
されているが、そのデータはどのように
活用されているのか、人口総数、男女
別・年齢別人口、未婚化・晩婚化の状況、
国籍別人口、就業人口、５年前と比べた
人口移動などいろいろ分かってきます
と加藤教授、このデータが政策の基礎資
料として活用され、選挙区の決定や公的
年金の財政検証などに活用されます。 

 基調講演の後、川崎リーダーは「平成
２７年国勢調査に期待する」、岡田氏は
「民間の経済活動における人口データ
の利用」、芦屋氏は「兵庫県人口の推移
と地域人口データの利用」、津谷氏は「国
勢調査データの二次的利用について」を
テーマに各パネリストがプレゼンテー
ションを行いました。 
企業は地域に大きな関心を寄せてい

る、若い女性の人口動向に注目している
など企業が国勢調査のデータに大きな
期待をしていることが紹介され、行政側
からは兵庫県の人口増減率や近郊の大
阪と兵庫県の間の人口移動を具体的に
示され、生産年齢人口を再定義するなど、
持続可能な地域づくりに役立てたいと。
データをもっと活用されるようにする
にはどうすれば良いのかディスカッシ
ョンが行われ、館内の参加者は国勢調査
の調査員など実際に苦労された方々も
多く、熱心に耳を傾けていました。 
午後５時過ぎディスカッションも終

了が告げられ、大会は閉会しました。

 

 

基調講演の加藤教

授 

リーダーの川崎教授 パネリストの先生方 
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